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1.滋野家

明治時代の華族宗族制度では、滋野氏は14類とされ、清Tll天皇の子である貞保

親王の孫滋氏を祖としていると指摘されている。

皇別華族の宗族 (明治 2年 版籍奉還によって公家と大猛は「華族Jと なつた。)

【第 14類、先祖 :清和天皇皇子式部卿貞保親王孫滋氏裔、氏姓 :滋野朝臣】

(華族類別名鑑、Wikipedia)

2.祢津家

【海野・望月 0祢津の「滋野三家」を中心とした滋野一族。I

(信濃中世武家伝 4頁 )

3.祢津家の香坂家・春日家

① 【祢津家は春日・大塩・浦野・香坂氏らの庶子家を分出したことが系図から
知られる。】(信濃中世武家伝 158頁 )

② 【滋野氏三家 (海野、根津、望月)以外の後裔として春日氏、香坂氏 (高坂
氏)の名がある。】(Wikipedia)

③ 【香坂氏は、信濃国の武家の氏族。高坂氏とも書く。東信濃の名族滋野氏で、
滋野三家の一つ爾津氏の画津宗直の五男貞行を祖とする。香坂は佐久郡香坂

(現佐久市香坂)に出来する。】(Wikipedia)

④ 【信濃春日城 (佐久市)の築城年代は定かではないが春日氏によって築かれ
たと云われる。春日氏は祢津系の春日貞親から始まつたとされる。】

(城郭放浪記)



1■両羽神社

.東御市下之城富屋敷 169-1

2,東御市新張 (みはり 20221230の滋野神社|

東御市新張 310

滋野良成

3.東御‐市海善寺の滋野神社

東御市海善寺 1045

海野‐幸恒

海善寺 (東御市)‐1海禅寺 (上日)‐1開善寺 (松代)
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渤海国

○渤海国 (698年～926)15代王

○日本への第一回使節団 (727年)

○朝 貢

○延暦 18年 (799)に滋野宿祢船白(代)が国使見送 りに随伴 した

○木島平村 千曲川で新潟 とつながっている 東御市もつながっている

○キョンボク大学パクチョンス教授 (本島平)「長野県における古代渡来文化」

○国立中央博物館 (ソ ウル)

○美麗 (6世紀 継体天皇)越王国 (日 本書紀)507年大王に迎えられる

○五経博士 (百済から)

○韓国教員大学キム・ウンスク教授

○東海 (ト ンヘ )

○ 「三国遺事」 (高麗の高僧一然)「三国史記」 (金富戟 )

○蕃 :ばん 語一語 通訳

○寧安 (黒竜江省)渤海国

○上京 (都)東京城 上京竜泉府 海東盛国

○霊光塔 初代王 大詐栄 (類 飛国史 :菅原道真編纂 )

○国立民俗博物館 (ソ ウル)高句麗+軟軽 (ツ ングース系)の壁画

○東大早乙女雅博名誉教授 (朝鮮考古学 )

○続 日本紀 (藤 原継縄、菅野真道 )

○中央大学石井正敏名誉教授 (日 本古代史)

○結援

○藤原仲麻呂 (706～ 764)新羅攻撃計画を立てる

○秋田城

○金沢学院大学小嶋芳孝名誉教授

〇 「決 して楽な航海のできる海ではない 嵐がある」 (ロ シア人船長 )

○歴史学研究所 (10万′像展示物)/博物館 (ウ ラジオス トク)

○類 衆三代 格 (平安の法令集 著者不明)



○菅原道真(漢詩)鐵 ‐輩鍵槙編纂鮭 ‐12巻罐 詩文集)
○渤海使 (日本へ 34回)

〇クラースキノ遺跡くウ‐ラジオストタ郊外 壷に道隆/弘知の名 僧侶つ

〇「新唐書1に √日本道」が書ヤヽてある 上京■タラスキノ遺跡⇒日本

○|メキョン大
‐
学カン ,イ ンフク教授 (ク ラスキノ遺跡発掘調査)

駒眠 TV『樹本と朝鮮半島2000年日本海の道 ～幻0王国・渤海との交流～』
200908301(力 1端紅‐葉編)
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(韓国国立中央博物館)
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